
 

 

 

 

◆児童数及び教員数 

 ○児童数 

 ○教員数  １６名 

◆学校の特色 

 本校は、平成１７年４月に５校が統合し、今年度で１４年目を迎える。児童は、多くの人の愛情を受けて

育った素直な児童が多く、決められた課題に取り組もうという気持ちをもっている。一方で、自分のよさに

気付き、主体的に周りに働きかけたり、困難なことに挑戦したりしようとする児童は少ない。また、新たな

人間関係づくりに自分から関わろうとする意欲が低い傾向にある。 

 

 

 

 

 

◆研究主題設定の理由 

 本校では、２８年度より「アクティブ・ラーニング研究推進モデル校事業」の指定を受け、児童が学ぶ楽

しさを実感し、主体的に学習に取り組む授業を目指して、児童の興味・関心に沿った教材開発やカリキュラ

ム・マネジメントに取り組んできた。 

昨年度の研究の成果として、児童の意識を大切にした単元化を行うことで、主体性を生かした活動が展開

でき、意欲の向上が見られるようになった。振り返りの中で、課題に対する気付きを自分の言葉で書く、本

時に分かったことをもとに次の課題を考える、友達の考えを取り入れ、自分の考えに生かそうとするように

なってきている。また、ペアや小グループを編成し、思考ツールを活用し、学び合う場を設定することで、

友達とかかわることを楽しいと感じる児童が増えている。「きく・語る」意欲やスキルを培う場を設定するこ

とで、異学年の友達とも話し合うことを楽しむ姿が見られた。 

研究の途上で新たな課題も生まれてきた。第一は、振り返りのよさを児童自身に実感させ、児童にとって

「価値のある振り返り」とするための教師の支援である。第二は、児童が意欲的に学びに向かえる単元化と、

主体的にかかわり合い、協働的な学習ができる教師の支援である。 

そこで、昨年度に引き続き、研究主題を「きき合い、かかわり合い、学びを楽しむ子どもの育成」と、設

定し、実践・研究を積み重ねていくこととした。 

「きき合い」とは、自分の思いや考えに引き付けて他者の考えをしっかりときき、そこから生まれた疑問や

新たな考えを伝え、互いにより深い考えを見付け出そうとすることである。 

「かかわり合い」とは、「もの」や「こと」に対して、疑問や興味をもち、新しい視点からより深く対象に迫

ることである。また、友達のよさや自分との相違点に気付き、自分の思いや考えが深まるように、相互に伝

え合うことである。 

「学びを楽しむ」とは、学びたいという気持ちと、学んでよかったという実感を振り返りによって確かなもの

とし、新しい課題を見付け、学び続けたいという主体的な態度をもつことである。  

 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 特別支援 全 校 

１学級 

２３名 

１学級 

２９名 

２学級 

４１名 

１学級 

２９名 

２学級 

３７名 

１学級 

３３名 

２学級 

４名 

１０学級 

１９６名 

（様式２） 

アクティブ・ラーニング研究推進モデル校事業  綾川町立綾上小学校 

 研究主題 

きき合い、かかわり合い、学びを楽しむ子どもの育成 

Ⅱ 研究主題等 

Ⅰ 学校の概要 



研究の柱は以下の３点である。 

① 自己内対話を促す「きく・語る」活動の研究 

② 「もの・人・こと」への「かかわり」を促す教師の支援（教材開発・単元化等）の研究 

③ 学びをとらえ直し、自己理解や認識の再構成を促す「振り返り」の教師の支援についての研究 

 

◆研究内容及び方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

指標  「①よく分かる＋②だいたい分かる」の合計 

 

 

 

指標の達成に向けた実践 

○ かかわりの充実を促す教師の支援 

                                  ②具体的な実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究実践 

５月調査 
81% 

目標値 
85% 

11月調査 
70% 

１ （児童質問紙） 学級の友達と話し合う活動を通じて、自分の考えを広げたり、深めたりするこ

とができましたか。 



 

 

 

 

指標  「①取り組んでいる＋②どちらかといえば取り組んでいる」の合計 

 

 

 

 

指標の達成に向けた実践 

○ 振り返りの充実を促す教師の支援 

                                   ②具体的な実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月調査 
81% 

目標値 
90% 

11月調査 
72% 

２ （児童質問紙） 授業の最後に、学習内容を振り返る活動をよく行っていると思いますか。 



 

 

指標  「①よく分かる＋②だいたい分かる」の合計 

 

 

 

指標の達成に向けた実践 

○ 児童の興味・関心に応じ、教科間の関連を生かしたカリキュラム・マネジメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月調査 
68% 

目標値 
75% 

11月調査 
95% 

３ （児童質問紙） 授業の内容がどの程度分かりますか。 

児童の発達段階や実態に応じて、中心となる内容を決め、テーマを設定する。自己肯定感をもち、社

会参画ができる児童をめざすために「自分から友達等の身近な人」、「地域の人や環境」、そして、「地域

に積極的にかかわること」と対象を広げていく。そのために、軸となる教科等を設定し、地域の素材を

活用した教科等横断的な視点から単元を構成している。 

【社会参画をめざした６年生の取組】 

【各学年のテーマ】 【テーマの広がり】 



◆特徴的な取組 

連続性のある提案授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆特徴的な取組 

個人テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１ 各種の質問紙調査【a.平成３０年度県学習状況調査 b.児童評価カード（本校作成）】の結果 

以下、a・bとも５月から１１月の調査から作成 

（赤字→「よくできた」の回答：黒字→「よくできた」＋「だいたいできた」の回答） 

① 学習の基盤となる「きく・話す・書く」の向上【a・b】 

 

 

 

 

 

② 安心して友達と「かかわる」ペア・グループ等の活動 

 

 

 

 

 

③ 友達とかかわり、次時の学習へ意欲をもち取り組む「振り返り」 

 

 

 

 

  ④ 生徒指導・自己肯定感への影響 

 

 

 

 

２ 考察（○・・成果 ●・・課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【b】「自分によいところがある」「やればできる力がある」

と思っていますか。 

Ⅳ 研究の成果と課題 

【a】友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞く

ことができていますか。 

【b】自分の考えを書いたり、話したりできましたか。 

【b】ペア、グループでの話し合いができましたか。 

【b】学習を振り返って、もっとしてみたいと思いましたか。 

【a】分からない問題があるとき、見方や考え方を変えなが

ら、あきらめずに取り組んでいますか。 

【a】学級では、安心して自分の意見を言うことができてい

ますか。 

①○ 児童が意識して学習の基盤である「きく・話す・書く」に取り組んでいることがうかがえる。その際、

教師の支援が児童の活動を促したとも言える。 

②○ 「Ⅲ 研究実践 １」の指標は下がった。しかし、【b】の全校生対象の調査では伸びた。また、【a】の

「学級への安心感」が伸びたことから、グループ活動等で安心して児童が活動している様子がうかがえる。 

 ● グループ等の話し合いのよさを実感できていない児童がいる。原因としてグループ内の役割の固定化等

が考えられる。 

③○ 「Ⅲ 研究実践 １」の指標は下がった。しかし、【b】の全校生対象の調査では伸びた。また、【a】の

「あきらめずに意欲をもち学習に取り組む」が伸びたことから、友達とかかわることで、粘り強く取り組

み、次の学習に意欲をもって取り組む様子が推察できる。 

 ● 振り返りのさらなる活用法、時間の確保や日常化につながる実施方法等の研究を継続する。 

④○ 友達のよさに目を向ける児童の割合が伸びていることから、グループでの学習や振り返りで友達のよさ

に目を向ける取組が、向上した一因ではないかと考える。 

 ● 自己肯定感の割合は下がったが、他者とのかかわりの中で、自分を客観的に振り返る児童が増えている

と考えることもできる。 

○ 県学習状況調査において、平均値が向上した学年があることから、「かかわり」「振り返り」「カリキュラ

ム・マネジメント」に視点を置いた研究が基盤となったのではないかと考える。 
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42p→50p 

44p→51p 

69p→73p 

43p→60p 

83p→91p 

46p→50p 
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+7p 

+4p 

+17p 

+8p 

【b】友達のよいところを見つけ、なかよくできましたか。 

44p→60p 

56p→51p 
-5p 

+16p 

＜教員質問紙＞ 
「考えを引き出した
り、思考を深めたりす
る発問や助言」 
11月 100％ 

＜教員質問紙＞ 
「学び合う場の保障」 
11月 100％ 

＜教員質問紙＞ 
「振り返りの工夫」 
11月 93％ 


